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私のＥＳＤ活動  
富山県を舞台に、大学生が地域協働を通して、環境教育 

を軸とした大学間横断プロジェクトを展開しています 

ＥＳＤ活動を 

表すキーワード 
環境教育 社会教育 野生生物復帰 

活動の概要 （特に、取り組みの独創性、革新性、成果について説明してください）  

ESD を戦略的に一層推進するため、若者が担う役割が注目されている。私は、富山 ESD 推進プロジェクトとして、

富山県内の若者（大学生）が地域協働や環境教育・ESD の活動に取り組むための団体 ToyamaResCo（通称「トヤマ

レスコ」）を立ち上げた。ToyamaResCo は、3 つの“Co”を理念に活動を展開する。 

１）College －カレッジ－：ToyamaResCo のメンバーは、富山県内全ての大学から学生を募り構成される。定例会（月

1 回）を実施し、地域活性化や ESD に関する様々な分野のことを学ぶ。例えば内容は、実際に中山間地域や人口減

少が激しい地域で、地域活性化に寄与する活動実践者より話題提供いただき参加メンバーで議論を交わし学びを深

める。 

２）Community －コミュニティ－：地域行事やイベントに若者が参加することは、地域活性化に寄与すると考える。ま

た、そのような参加を通し地域と関わることは、地域の良いところを発見するきっかけをつくり、各地域の魅力や特性

を活かした地域協働、環境教育・ESD の開発と実践をする上でも重要である。地域行事は、地域の祭事であるお神

輿の担ぎ手や、里山の自然散策路の整備など道普請への労力を要員されることもある。 

３）Collaboration －コラボレーション－：地域の魅力を抽出するためのワークショップを開き若者と地域住民とが話し

合う場を作る。前段の“カレッジ”、“コミュニティ”の活動を若者力で繋げ活性化し、地域の魅力や特性を活かし子供を

対象とした ESD へと昇華させる。そのような開発過程の中で、若者は地域の課題と身近な暮らしを結び付け、それら

の課題の解決につながる新たな価値観や行動を、若い感性で発想し磨き上げる。 

 

 

 ・ToyamaResCo の Facebook ページ https://www.facebook.com/esd.toyama?ref=bookmarks 

 ・NPO 法人きんたろう倶楽部ＨＰ http://kintaroclub.org/ 

 ＥＳＤ活動をさらに深めるために、今後どのような活動を展開していこうと考えていますか？  

富山県でのESDプロジェクトをまずは継続させたい。ToyamaResCoプロジェクトの現状より、次のような課題が挙げら

れる。①プロジェクトの継続性とメンバーシップの保持、②地域人材育成の充実、③地域におけるネットワークの拡

充、④ESD普及啓発である。 

いくつかの課題解決が求められるが、特に若者による柔軟な発想を重視する。地域におけるネットワークを拡充させ

ESD を一層推進したい。特に地域外からの客観的な意見は、地域へ新たな知見を与える。地域はこれまでに気づか

なかった課題だけでなく、魅力や特性を再発見することにも繋がる。そこで、若者が自発的に柔軟な発想を持ち発言

を行える場づくりを重視する。同時に地域住民だけでなく多様な主体の参加を誘致するため、各自治体と連携しネット

ワークの拡充を図ることも重要である。具体的には、東京―富山間を繋ぎ、地域づくりやインバウンド観光へと展開

し、若者が活躍できる場を創出する。 
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